22　避難所の運営
　本校は広域避難場所になっている。市の防災担当部局の職員が配置されるまで、本校の教職員で避難所を運営する。
　
	教育活動中
	児童の安全確保と教育活動を最優先とする。
管理職及び担任外（授業担当教諭以外）の教職員で初期対応する。

	教育活動外、
教育活動継続が不可能な場合
	児童の安全を優先しつつ、対応可能な教職員で初期体制をとり運営する。
広域的な大災害の場合、市の防災担当部局との連携が図れないことも考えられるので、教職員のみで運営する体制を整える。



　対応可能な教職員で役割を分担し、避難所運営業務を行う。
　災害種類や規模、季節、気候などによって対応を臨機応変にすること。
[image: image1.emf]役割分担 最少人数 仕事内容

避難所運営本部

(１)

各分担を掌握し、適宜対応を検討しながら方針を決める。（管理職または準じ

る者）

避難所受入れ・

区割り・

名簿作成班

避難者を受け入れ、誘導、避難者の名簿を作成する。また、避難者の人数に

応じて区割りを行い、避難所が共同生活しやすくなるよう支援する。

被害状況調査・

情報収集・伝達班

校舎・避難所の建物、設備等の点検を行う。また、通信やライフライン、市広報

等の情報収集、校区被害情報の収集を行う。

設備班

避難所で使用する設備（放送、トイレ、電源等）の設置を行う。

物資運搬・保管班

備蓄品の現有数を確認し、不足分等を運搬・保管する。支援物資の配給、設

備保管庫の整理、物資管理等を行う。

食事班

基本的には朝食と夕食の準備支援を行う。

ごみ処理班

食事や避難所生活で出るごみの処理とごみ置き場管理を行う。

救護班

けが、病気等の応急処置、市や消防署への連絡を行う。

児童生徒管理・

安全（否）確認班

保護者への引渡しを行いながら、欠席・早退者の安全（安否）確認を行う。夜

間・休日の場合は、状況に応じて確認を行う。
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[image: image2.emf]避難者名簿

家族番号 氏名 よみがな 年齢 性別 住所 入所日 退所日退所後連絡先 退所後住所

1 1

2 1

3 1

4 2

5

6

7

8

9

10


　コンピュータが使用可能なら、表計算ソフトで作成し、検索しやすいようにデータベース化する。
　同居していない家族や知人が避難所を訪ねてきても確認ができるように掲示用も作成する。掲示する際には、個人情報の保護に配慮する。

　年度初めに必ず以下のことを確認する。
[image: image3.emf]市の防災課の避難所運営担当者の確認

　　　◇◇課　　　　○○　△△課長　　連絡先　○○○ー△△ー××××

避難所開設の際に市が準備してくれるもの

　　　非常食、水、毛布、懐中電灯、ビニールシート・・・・・・・・・

備蓄品の確認（市の防災課、◇◇小、△△中と一緒に）

　　　△△中の備蓄倉庫の確認。

　　　非常食（児童数プラス100）、水、毛布・・・・・・・

学校にある備蓄品

　　　保管場所　体育館下倉庫

　　　備蓄品　　 毛布、ビニールシート、新しい乾電池（毎年入れ替えること）、ラジオ、懐中電灯

　　　　　　　　　　水、ごみ袋・・・・


[image: image4.emf]児童の安全（消息）確認

学校施設の状況把握

避難所としての機能があるか

自主組織や市災害担当部局等の協力体制の確立

医療体制の確立（学校医や医師会との連携）

緊急車両などの場所確保

学校長・市担当者・住民の代表者など

避難者名簿の作成

避難所使用についてのマナーの徹底

負傷者の対応

配給時におけるトラブルの防止対策

避難者数の把握

配給物資の要請

トイレの確保及び管理

衛生面への配慮

避難所運営委員会の設置

避難者生活のルールの管理

避難者名簿の整理（更新等）

救援物資に関する業務

衛生管理

情報収集と伝達

負傷者や災害弱者への対応

避難所の組織運営づくり支援

自治組織による自主運営



校内体制の確立（学校施設と避難施設の棲み分け）

避難者誘導

開放区域の明示

救援物資の調達配給

衛生環境整備

災 害 時 に お け る 本 校 の 避 難 所 運 営 手 順



施設の安全確保

学校災害対策本部の設置

避　難　所　の　開　設　

学校避難所対策本部設置

市担当者派遣

災害発生

初

期

対

応


役割分担表





避難者名簿





避難所運営のための事前準備
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